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伊藤 めぐみ*

いわゆる「サッカー戦争」(1969年)をめぐって
-ホンジュラス・記憶の政治学の試み-

はじめに

まず「サッカー戦争」という言葉それ自体から

出発したい。中米の国ホンジュラスとエルサル

バドルというあまり知られていない国で起きた

戦争に関心の目が向けられることがあるのは、

この奇抜な名前故ということもあるのかもしれ

ない。マスメディアは、 1969年に起きたこの戦

争をサッカーワールドカップ予選試合の勝敗が

原因であるとし、この名を付したが「サッカー

戦争」と言う用語を用いた瞬間、より本源的な

問題を覆い隠す言語暴力に加担することになり

はしないか。数年前の1年間にわたる長期滞在

に続き、 2006年夏、私はホンジュラスに1ケ月

滞在し、この1969年に起きた戦争についての聞

き取りを行った。 「サッカー戦争」という名前が

感じさせるイメージとは程遠い、戦争の記憶に

めぐりあった。

本論は戦争の当時、何が行われたかを明らか

にするものではない。私がホンジュラスで出

会った何人かのホンジュラスの人たちが、社会

をどのように見て、過去の出来事をどのように

振り返り、私にどのように語ってくれたかを記

録したものである。まだ相手の話を十分に聞く

ことが出来ておらず、人の記憶の仕方も変化す

るため、この試みは始まったばかりである。こ

の「記憶の政治学」として行った聞き取りに力を

貸してくれたたくさんの人たちの顔をひとりひ

とり思い浮かべながら、ここに中間報告をまと

めたい。

1.研究課題と方法

本論に入る前に1969年の戦争について知るた

めに用いた方法、何に関心を向けてこれから述

べていくかをあらかじめ明らかにしておきた

い。以下、「サッカー戦争」の名称は使わず、「1969

年の戦争」とする。

方法についてであるが、主に「聞き取り」とい

う形をとった。私はホンジュラスには2002年か

ら約1年間滞在していたことがあり、今回の訪

問では以前からの知人の協力を得て幾人かの話

を聞くことができた。対象はホンジュラス人の

みでエルサルバドル人の話は聞くことが出来て

いない。場所は、コパン県(Copan)のサンタ・

ロサ・デ・コパン(Santa RosadeCopan、以下

サンタ・ロサ)という現在人口4万人、戦争当

時は「眠ったような寒村」(リシャルト・カプチ

ンスキ、 Ryszard Kapuscinski, 1993年、 p.185)で、

空爆にもあっている町を中心に行なった。今回

の目標は違った立場の人に話を聞いて、表面的

ではあったとしてもできるだけ幅広いイメージ

を掴むことであった。そのため大半の聞き取り

が1回、あるいは2回と少なく、初対面の人も

多かったため、相手が十分信頼して話せる状況

をつくることができず、また相手が話そうとし

ていたところまでこちらが理解することが困難

であったと考える。今回で完結せずに、継続し

ていくことが当初からの前提である。また聞き

取りのうちのいくつかは、ホンジュラス人の友
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人が一緒に話を聞き、質問をしてくれるなどの

協力が得られたことも付け加えておく。文字化

された資料についてもいくつか手に入れること

ができた。しかしサンタ・ロサにはそれほど

多くの文献、新聞の保存がなかったため、資

料から接近するのであれば、首都テグシガルパ

(Ъgucigalpa)か第二の都市サン・ペドロ・スラ

(SanPedro Sula)に行く必要がある。反対にサ

ンタ・ロサの地域的な利点として、地元の退役

兵の会の人たちが中心となって保存した資料が

出典: Retired Expat

( http ://www.retiredexpat・com/retirement-locations/mapthonduras ・php)

あるため、他では入手しづらい外国の報道記事

や当時の写真、負傷者や死者の名前も知ること

ができる。

では次に1969年の戦争の何に関心を向けてこ

れから述べていくのかを示すことにする。これ

は私がどのような質問をしようと努めたのかと

いうことと、相手がどのようなことを積極的に

話してくれたのかを意味する。総合すると、戦

争が起きた時の個人的な状況、当時の政府ある

いは政治に対する評価、戦争の原因についての

当時と現在の理解、エルサルバドル人への意識、

(2)

アメリカの覇権と現在のラテンアメリカの左翼

化とに対する評価、ホンジュラスに必要だと考

えるものなどである。

はじめにも述べたがこれは1969年の戦争の事

実を明らかにするものではない。実際に起きた

とされていることも、虚偽だとされていること

も関係なく1)、どのように他者である私に語っ

てくれるのかを描こうとしたものである。私が

出会った人たちもわずかで、一地方都市に限定

され、全体の意見を代表するものでもない。さ

らに言えば、全体像といってもそれぞれの人が

語ってくれることは多様で何をもって全体とい
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えるのかはっきりしていない。また私が言葉を

理解し損なうという問題も無視することはでき

ず、ある一個人の歴史を表すことにも限界があ

る。不十分であることは承知の上だが、それを

あえて認めることが話をしてくれた相手への敬

意だと考えている。

2・戦争の概要と研究者による原因に対する見方

「サッカー戦争」 .・-・この政治的な命名をま

ずもって問い直したい。

1969年、当時軍事政権だった中米の2ヶ国、

ホンジュラスとエルサルバドルは戦争を行なっ

た。国際報道はこの戦争がサッカー.ワール

ド・カップの出場権をめぐる試合の勝敗が原因

であるとして「サッカー戦争」と名付けた。し

かし実際は、両国はそれ以前からすでに問題を

抱えていた。このことについては後で述べる

が、はじめに出来事の経過だけを示して起きた

い。 6月8日に第1試合がホンジュラスで行な

われ、ホンジュラスが勝利するo試合前夜、ホ

ンジュラスのサポーターはエルサルバドル選手

の宿泊するホテルの前で騒ぎ彼らの安眠を妨げ

たという。これらは「ラテンアメリカでは広く

一般的に実践されている慣わし」 (リシャルト.

カプチンスキ、 1993年、 pJ70)だそうだ。 6月

15日、エルサルバドルで第2試合が行われる。

今度はエルサルバドル人によるホンジュラス選

手への妨害が行われるが、それは通常以上の

ものでホンジュラスから来たサポーターは暴

行を受け、死者も出ている。第3試合はメキ

シコで行なわれ、エルサルバドルが勝利した。

ベセッラ(LOnginoBecerra)によると、 6月25日

に、両国は互いの国を非難する報告を米州人

権委員会(la Comisidn Interamericana de Derechos

Humanos)に伝えた。それぞれの報告の内容は、

エルサルバドル側はホンジュラス国内のエルサ

ルバドル人が第2試合のあと暴行を受けるなど

人権侵害を受けたというもの、ホンジュラス側

はエルサルバドルで同試合中ホンジュラス人サ

ポーターの人権が冒涜されたというものだっ

た。 6月26日(27日)、エルサルバドルはホン

ジュラスとの外交関係を断ち切る。戦争が始ま

る前に国境付近ではすでに軍事衝突が起きてお

り、ベセッラは、 6月31日にエルサルバドル

軍がヌエバ・オコテペケ(NuevaOcotepeque)と

エル・ポイ(EIPoy)を攻撃したと記し(LOngino

Becerra,1982,p・189)、 7月4日の『朝日新聞』夕

刊にはエルサルバドル発の記事としてホンジュ

ラス空軍が3日にエルサルバドル内の国境警備

所を爆撃し砲撃戦になったと伝えている(田中

高、 2004年p.132)。 7月14日、エルサルバドル

がホンジュラスの数都市を攻撃したことで戦争

が始まる。国境付近では地上戦も行なわれる。

米州機構(OAS)が翌日には介入するが、交戦

は続き、 7月18日になって戦闘が停止する。そ

れまで多くのエルサルバドル人がホンジュラ

スに住んでいたが戦争後、エルサルバドルに帰

ることになった。死者は資料によって異なるも

2,000人から6,000人とされている。

では戦争の原因は何だったのか。ここではホ

ンジュラス国外の研究に絞って述べていくこと

にする。論者によって表現の仕方は違うが共通

しているのは、次の3つの点である。まず「1821

年に独立して以来、ホンジュラスとエルサルバ

ドルの一部国境線が不確定であったこと。西半

球でも有数の人口桐密国であるエルサルバドル

から、比較的土地面積にゆとりのあるホンジュ

ラスに、約50万人とも推定される合法、非合法

の移民が居住し摩擦が起きていたこと。さらに

は中米共同市場で輸入代替工業化に成功を収め

(3)
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つつあったエルサルバドルと、農業への依存度

が高いままのホンジュラスとの間に、相当の貿

易収支の不均衡が生じ、中米共同市場発足以降、

ホンジュラスの域内国との貿易赤字の累積額は

8,540万ドルに達していた」 (田中、2004年、p.133)

ことだ。

おそらく世界的にもっともこの戦争について

読まれている『サッカー戦争』で、ポーランド人

ジャーナリストのヵプチンスキは、この中の移

民の問題に主眼を置いて説明している。彼によ

ると、エルサルバドルは中米の中でも領土が狭

く一方で人口が多いo　さらに寡頭制で少数の人

間が土地を振っているため貧しい農民の一部が

仕事と土地を求めてホンジュラスに移住するよ

うになった。この移住は不法だったが、ホンジュ

ラス政府は長い間それを不問にしてきた。しか

しホンジュラス政府自体も寡頭制だったため

1960年代になるとホンジュラスの農民の間の不

満がだんだんと高まり政府は農地改革を決定す

るに至る。政府はアメリカ政府よりだったため

アメリカ企業であるユナイテッド.フルーツ社

の土地は分割せず、エルサルバドル人を排除し

彼らがいる土地を分割しようとしたoエルサル

バドル政府にとっては、移住していたエルサル

バドル人が帰国するということは、国内での雇

用口あるいは土地がさらに必要になり、それら

を求めて国民の不満が高まり、農民革命が起き

る可能性が高まるということを意味する。エル

サルバドル政府にとっては都合が悪くなる。こ

のような2ヶ国間の緊張状態の下、両国の新聞

が誹誇中傷し合い、大量殺我、店の焼き討ちが

行なわれ、関係が悪化したことが背景となって

戦争が起きたとカプチンスキは説明する(カプ

チンスキ、 1993年、 pp.198-199)。

また狐崎知己の表現に従えば、 「この戦争の

根本的原因は両国の成長モデルと農地問題を主

因とする国内矛盾にあり、国際紛争を引き起こ

すことによって革命の形で矛盾が噴出すること

を回避しようとした寡頭支配層の政策が直接の

原因」であり、狐崎はこのような研究を行なっ

たダーハム(WilliamDurham)やアンダーソン

(Thomas Anderson)の見解は広く了解されてい

るとしている(狐崎、 1990年、 p・250)。

一方、モリス(JamesA.Morris)は同様の3つ

の理由を述べつつ、ホンジュラス国内の不満が

高まったこととナショナリズムの力が戦争を支

えたことを強調している。 1969年にホンジュラ

スの移民法の期限が切れ、それが更新されない

ままという状態になるが、この時、農民運動は

土地を分配するように、労働組合は外国人の雇

用を制限するようにという要求を行なったo　ま

た中米共同市場(MCCA)の開始でホンジュラ

スの収入が減少したことから商業界、労働運動、

農民運動の指導者たちが活動を活発化させて政

府への圧力を強めていた。このような勢力の動

きが両国の対立を促進することになったのであ

る。モリスは戦争が始まる前にすでにエルサル

バドルに帰国する在ホンジュラスのエルサルバ

ドル人がいたと指摘している。またモリスは、

戦争が始まると、ホンジュラス国内ではとりわ

け農村部を中心に国民が戦争を支援したという

特徴も挙げている。 (モリス、 1984年、 pp.110-

113)以上の研究者によって述べられていること

をまとめれば領土、移民、経済の問題が根本に

あり、国民の不満から問題が深刻化したという

のが戦争の原因だ2)。

この戦争の結果はどうなったのか。両国の関

係は10年以上緊張状態が続くことになった。モ

リスによると問題となった国境付近の土地は

軍事的空白地域として位置づけられ、その結

(4)
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果、エルサルバドルのゲリラの聖域として使用

されることになる。しかしニヵラグアで革命が

起こり、エルサルバドルのゲリラが活発化し内

戦が激化したことで、共産化を恐れる両国政府

の関係が急速に回復し、 1980年に和平協定が結

ばれることになったのだ。これによりこの地域

を2カ国で管理することが決められ、再びこの

地域が軍事化することになる。ホンジュラスの

いわゆる軍部「強硬派-」とアメリカ政府は、エル

サルバドルの内戦がホンジュラスに波及するこ

とを恐れていたためこの協定は都合のよいもの

だったとモリスは述べている(モリス、 1984年、

pp・112-113) 。

狐崎も、カーター政権にはホンジュラスを反

共の砦として利用し、両国の国交を復興させる

ことで、この地域にエルサルバドル軍が進行す

ることを可能にしたいという思惑があったとい

う点を指摘している(狐崎、 1990年p.205)3)。

з・聞き取り対象者のプロフィール

ここからは私の聞きとりの内容を中心に考察

していくことにする。この調査を行った際、聞

きとりに応えてくれた人の許可を得て録音し、

何度も聴きなおすことで厳密を期した。調査は

すべてスペイン語で直接行ったものである。

まず聞き取りに答えてくれた人たちのプロ

フィールを記しておく。ここで期す「現在」は私

の調査した2006年8月～9月の時点を指す。

i.ウゴ・アントニオ.タボラ.セロン(Hugo

AntOnio Tabora Zeron)さん

戦争当時は17歳、現在54歳。金物店を営む。大

学はメキシコで歯科を学ぶ。日本に滞在経験あ

り。市長を務めたこともある。

(5)

2.ホルへ.ミランダ(JorgeMiranda)さん

現在、 26歳。青少年、貧困、住居の問題に携わる

仕事をする傍ら、大学で社会科学を学んでいる。

モルモン教の宣教師として2年間グアテマラに

滞在した。そこで虐殺の聞き取りもしている。

3.ホルヘさんのお祖母さん

ホルへ・ミランダさんのお祖母さん。当時、家

族-でお菓子等をつくって生計を立てていた。

4.リーチョ(Licho)さん

戦争当時は30歳代、現在70歳くらい。戦闘があっ

たオコテペケで農業を営んでいた。一時、捕虜

になる。戦争後は避難先であったサンタ・ロサ

で生活している。

5.グスタボ・ロランド・モヤ.チャベス(Gustavo

Rolando Moya Chavez)さん

戦争当時は20歳で、ホンジュラスの南部におい

て10部隊の軍曹を務めた。現在は退役兵の会の

全国副会長兼この地域の会長である。武器を売

る店を経営している。

6・セッサル・アウグストラミレス・トロ(cesar

Augusto Ramirez Toro)さん

戦争当時は20歳で、ラジオの報道記者として戦

闘に参加した。

7. A神父(Padre.A)

戦争当時は国境付近の村、レンピーラ(Lempira)

に住んでいた。貧しい人たちの生活改善のため

に働くなどしており、信頼を寄せる人は多い。

8.エスペランサiエナモラード(Esperanza

EnamoradO)さん
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戦争当時は19歳、学校を卒業して教師となった。

貧しい子どもたちが多く通う幼稚園で働き、現

在は退職している。

9・エスペランサさんのお連れ合い

医者。

iO.市場の女性

戦争当時は30歳代。子ども2人を抱えていた。

現在は市場で野菜を売る仕事をしている。

ll.ロサ.アメリア・モラーレス(RosaAmelia

Morales)さん4)

4.戦争の原因

はじめに今回、話をしてくれた人たちの説明

する戦争の原因について述べておきたい。大方

の意見はエルサルバドルがホンジュラスの領土

を奪いたかったからだというものだ。彼らは同

時にサッカーの試合が原因ではないことも強調

する。逆に言えば、サッカーが原因だと考えて

いる人も多いということを示している。また原

因そのものを説明することに力を入れ、ホン

ジュラスに非はないことを力説する人も少なく

ない。

とはいうものの、その戦争が始まった当時に

話を戻せば、リーチョさん、エスペランサさ

ん、市場の女性が述べているようにその原因を

多くの人が知らず、その後、サッカーが原因だ

と言われるようになったということにも注目し

たい。ここで疑問が生まれる。現在、サッカー

が原因だと言われているのは、エルサルバドル

が戦争を起こすための「口実」として利用したと

大半のホンジュラス人は説明する。具体的には、

エルサルバドルが第2試合でホンジュラスのサ

(6)

ポーターを襲撃して挑発しつつ、エルサルバド

ルが戦争を始めたという内容である。しかしな

ぜ、その当時、ホンジュラス国内でもサッカー

が原因という説明が広まったのか。それがアメ

リカ発の報道、あるいはエルサルバドルの口実

ならば、言論統制を行なうホンジュラスの軍事

政権がそれをホンジュラス国内で広める必要は

どこにあったのだろうか。モヤさんはホンジュ

ラスの報道も「サッカー戦争」と伝えたと言っ

ている。なぜ問題を単純化して、エルサルバド

ルが当時言っていたように、サッカーの試合で

負けたからと説明したかの理由は示されていな

い。初めからホンジュラス政府はエルサルバド

ルが領土を奪おうとしていたと非難することも

できたはずである。

これへの説明として、ホルヘさんが述べてい

たように当時の政権は国民が政治に関心を持つ

ことを望まなかったため、サッカーという口実

を用いたのかもしれないと考えることはでき

るo　モヤさんは政府が寡頭制であったことを強

調していた。つまり経済問題だということにな

れば、都市部で広がる労働.農民運動に拍車が

かかり政府への圧力が高まる可能性があること

を意味する。だがエルサルバドル側が用いた理

由ではホンジュラス側に非があることになって

しまう。ホンジュラス側の説明がどのようなも

のだったのかをはっきり説明する人にはまだ出

会っていないが、第1試合のエルサルバドルの

敗北からエルサルバドルが攻撃的になったとい

う説明も可能である。あるいは、当初からはっ

きりとした説明はなかったのかもしれない。

原因はサッカーの試合ではないという人たち

にもいくつかの主張の違いがある。多数派の人

たちは、問題は「エルサルバドルのオリガ-キー

(寡頭制) 5)がホンジュラスの土地を奪って大西
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洋に画した港をほしがっていたからだ」と説明

する。しかしA神父の説明は、問題は「オリガ-

キー」であるというニュアンスが強い。話して

いる内容はほぼ同じだが、オリガ-キーの行為

を問題と考えるのか、それともその存在を問題

と考えるのかの違いがあるo　オリガ-キーを問

題とするのならば、それはホンジュラスにも当

てはまる。

戦争の原因についてモヤさんのように両国の

農民の経済状況から必要に迫られて行なわれた

と考える人もいる。つまり生活改善を求める農

民の要求に答える形で始まったのであり、良い

悪いという問題ではなく、避けられないこと、

必然だったという解釈だ。またホルヘさんのよ

うに外国の文献で述べられているような経済と

領土の問題と述べる人もいる。

ホンジュラスで出版されている著作ではどの

ような記述がなされているのか。どれほどの一

般性があるのかは証明できないが、ベセッラも

evolucidn histdrica de Hondurasでは、 2章で述べ

たのと同様の3つの理由を書いている。しかし

その説明はホンジュラス側を正当化する意味が

込められている。まず1つとして、 「中米共同

市場における両国のオリガ-キーによって生ま

れた矛盾」を挙げている。そして中米共同市場

がホンジュラスに不利に働いたこと、ホンジュ

ラスがエルサルバドルのための市場となった

こと、ホンジュラスがこの協定を問題にし、脱

退することを提起すると、エルサルバドルがそ

れを止めさせるために戦争を含めてあらゆる手

段をとったことなど不当な扱いを受けていたと

説明されている。また2つとして、移民に関し

ては、この移民の増加は「エルサルバドル政府

が1932年にエルサルバドルの農民の大虐殺を行

なった時からとりわけ増加した」と述べている。

さらにエルサルバドル政府がプロパガンダを行

なって反ホンジュラス感情を爆発させたとして

エルサルバドル政府の行動を批判的に記してい

る。最後に挙げている国境問題に関しては、エ

ルサルバドルのオリガ-キーは常に領土拡大の

野心を持ち、挑発的な態度をとっていたこと、

1918年、両国で話し合った国境画定の協定をエ

ルサルバドルの国会は承認しなかったことが指

摘されている。またここでのもう1つの批判は、

エルサルバドル国内で土地を求める声が上がっ

ていたが、オリガ-キー白身が農民の土地を

奪っていたという皮肉な状態だったことだ。ま

たこの3つの説明に加えて、サッカーの試合に

ついては第1試合でホンジュラスがいかに礼儀

正しく行動したかが強調されている。

戦争が起きた当時も今も何か1つの要因にだ

け目を向けていると見落とすものがある。それ

は経済問題などの側面にも、サッカーの試合と

いう側面にも両方に言えることだ。サッカーの

試合が原因などどいうといかにもプロパガンダ

的に強調されているようだが、試合が果たした

役割も見逃してはならない。政治がサッカーを

利用し、また人々の側も試合の結果に即座に反

応したことは考慮すべきだ。今もサッカーの試

合が原因として記憶され、語られてもいる。虚

構の部分がいくらかあるものも、語られること

でまるで事実であるかのような働きをし、別の

何かに働きかけ新たな何かを生む。

5.当時のホンジュラス政府への評価

では当時のホンジュラス政府についてはどう

評価していたのか。 1969年当時、政治意識が高

かったかどうかをあまり聞き出すことはできな

かったが、現在から振り返って見れば当時の政

権は腐敗していたと評価する人は多い。しか

(7)
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し、質問が、ホンジュラス政府に好意を抱いて

いたか、ホンジュラス政府にも問題はなかった

か、戦争に反対する人はいたかというものにな

ると、エスペランサさん、トロさんはそのよう

な質問自体が的外れであるとの反応を示し、戦

争に賛成も反対もなくエルサルバドルが攻撃し

てきたのだから、ホンジュラスは反撃するしか

ないとの答えだった。そして当時の政府を批判

する一方で自分たちは政府を支援し、連帯して

いたということも述べている。しかしながら戦

争は望まず、人々が死んでいくのは悲しいこと

だと考えるとも話す。あるいはモヤさんのよう

に政府は腐敗していたが、一般の兵士と国民の

間は団結していたと解釈する人もいる。他方で

市場の女性やリーチョさんは当時の政権が誰で

あったかは覚えていないと言う。リーチョさん

はオコテペケから避難のためサンタ・ロサに連

れてこられたが、政府の援助がほとんどなかっ

たと述べてはいる。しかし彼の言葉は、批判と

いうよりも不満を述べているという語り方であ

るo　また、リーチョさんはまわりの人との関係

についても、他の人が述べたような国家的な危

機に対する国民としての連帯というよりも、い

きなり狂い始めた生活を支えようとしてくれた

知人、親類の援助という視点で話をしてくれた。

6.当時と現在の軍隊への評価

では、軍隊についてはどのような考えをもっ

ているのか。 1969年は政府自体が軍人から成り

立つ軍事政権だったが、話を聞いていると、彼

らが軍隊を1つの組織としてみているのではな

く、指導部と一般兵という2つの別の部分を持

つものとしてみていることがわかるo　まず軍隊

の内部にいる人たちの評価についてであるが、

元軍人であるモヤさんと元従軍記者であるトロ

(8)

さんは、指導部に関しては腐敗していたと批判

し、一般兵が関係する領域に関しては農民を教

育し、援助してくれたとして感謝の念を抱いて

いる。

現在、退役兵の会が存在するが、 2ケ月に1

回集まり、また社会奉仕活動もしているそうで

ある。兵士としての国家、国民への責任感が別

の形で現れていると考えられる。また戦争の話

はあまりしないそうだが、彼らは雑誌を発一行し

ており、戦争の記録、死んだ兵士を称える文章、

中には軍備拡大や戦争に批判的な立場からの回

顧文など様々な視点から編集されている。また

モヤさんによると人々が戦争のことをだんだん

忘れかけているのに危機感を抱き、 3年前から

資料集めを行なっているそうだ。カプチンスキ

は、 「戦争とは死との絶えざる親交関係を作り

出し、その経験は記憶の奥深くに沈み込む。あ

とになって年を取ると、男はまるで戦前の思い

出が歳月と共に伸びてきたように、まるでその

人生すべてをタコツボの中で過ごしたように、

戦争の記憶にいっそう立ちもどるようになる」

(カプチンスキ、 1993年、p.195)と述べているが、

彼らの書いたものからもそのような印象を受け

る。

またトロさんは、自分を左翼だと名乗ってい

たが、規模はともかく軍内部にもそのような考

えをする人がいたのではないかと推測すること

も必要だろうo徴兵されるのは農民だけであり、

貧しい生活をしてきた彼らが共産主義的な考え

に好感をもつ可能性はあり得る。その後のエル

サルバドルの歴史でも軍内部で左翼勢力と別の

勢力が衝突することもあった。

では一般市民にとって軍隊はどのような存在

だろうか。現在は、上層部はともかく、軍隊の

存在そのものは国内の治安維持などを担う必要
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な存在であると考えられている。当時の軍への

評価がどのようなもので、腐敗という問題がど

れほど知られていたかはわからないが、今現時

点からは軍は腐敗していたとみなしている。ま

たA神父は、エルサルバドルの攻撃は不意討ち

だとされているが実際は、軍人は攻撃の可能性

を知っており、備えることが出来たにもかかわ

らずそうしなかったとして、軍は積極的に行動

すべきだったと批判している。このことはロサ

さんが行なった元空軍兵士へのインタビューで

も話されていることである。また軍と汚職との

関係であるが、ウゴさんは、ロサさんの行なっ

た退役兵へのインタビューに協力しているが、

彼女が退役兵の中には当時の軍の秘密を知りつ

つも今も話したがらない人もいたと話していた

ことを教えてくれた。トロさんも聞き取り中に

自分が話すと問題が起きるといって回答を避け

ることもあった。ウゴさん、トロさん、 A神父

はサンタ.ロサで兵士の数を水増しして給料を

着服した出来事があったと話している。

このように軍の腐敗に気づいたり、批判した

りする一方で、同じ人が軍を賞賛することもあ

る。エスペランサさん、ウゴさん、ロサさんら

は当時の空軍は強かったと誇りを持って話す。

またウゴさんは下級の兵士たちは謙虚で貧しい

人たちだと肯定的に評価している。ウゴさんは

今の軍人は臆病であるために治安も悪く、犯罪

が増加して国がしっかりしていないと考えてい

る。ウゴさんはアルバレス(Ah ez)という軍

人がホンジュラス史の中で一番酷い弾圧を行っ

たと述べるが、今では治安の悪化からアルバレ

スが10人いたほうがよいと考える人が増えてい

ると言い、ウゴさん白身もそれに賛成すると述

べていた。

7・ナショナリズム

ホンジュラスの人と話しているとナショナリ

スト的な要素を感じることが多い。そしてその

ナショナリスト的な要素は重なり合う部分も多

いが2つに分けることができると考える。

iつは国民が連帯していることや軍や国家な

ど集団としての優位性について述べるものであ

る。 1969年の戦争の話をしている中でも、ウゴ

さん、エスペランサさん、モヤさん、トロさん、

ロサさんは、エルサルバドルが攻撃を開始した

のでありホンジュラスに非がないこと、空軍が

優秀だったこと、国民が連帯していたというこ

とを強調する。例えば国民の連帯に関しては、

エスペランサさんは避難先でも見知らぬ人が住

居を提供することがあったと述べている。

別の1つは集団のあり方については問題にせ

ず、その中にいる個人について述べたものであ

るo政府に批判的なA神父も、ホンジュラス人

は環境が能力を押さえつけているだけで本当は

素晴らしい可能性を持つと繰り返している。そ

してたとえ話としてイタリアに移民した1人の

ホンジュラス人女性を例に挙げ、彼女が命と引

き換えに海で溺れた女の子を救い、イタリア政

府から感謝され、正規の書類のない在イタリア.

ホンジュラス移民もイタリア人と同じ権利を獲

得できるようになったという出来事を話してく

れた。このような彼女1人の例からホンジュラ

ス人全体の能力に話を広げ、ホンジュラス人の

可能性について主張していた。またベセッラは、

人々が積極的に戦争に協力することを願ったに

もかかわらず、武器や地図がなくインフラが整

わず、また識字教育も受けることができていな

いままという政府の怠慢を問題にし、せっかく

の勝利の「機会」を失ったとしている。これは国

民個人のナショナルな力を活かすことができな

(9)
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かった、と読むことも出来るだろう。 (LOgino

Becerra,1982,p. 193)

しかしこの2つのいずれの場合も、国民の連

帯、協力という言葉を使ってはいるが、その瞬

間にどれほどの人が「国家」というものを意識し

ていたかは分からない。戦争でナショナリズム

が高まることは大いにありうるが、目の前の状

況にお互い助け合ったという意味の協力や連帯

もあったのではないか。

次に戦争の原因の説明の仕方とナショナリズ

ムの関係について2つ取り上げたい。まずモヤ

さんの話であるが、モヤさんは、戦争は必然と

して起きたと話している。その当時の政府の判

断を批判することなく説明しようとしている。

彼は政府の腐敗はホンジュラスにとって大きな

問題だと強調はするが、この時の隣国への外交

上の対応や判断については批判していない。そ

して戦争の原因が、ホンジュラス側がホンジュ

ラス国内で働いていたエルサルバドル人を解雇

したことだという見方は否定し、両国の経済状

況の問題だとする。このように当時の状況が戦

争を不回避にしたのであり、善悪の区別をする

ことはできないという説明の仕方はどこか日本

の大東亜戦争肯定論者のそれと似ている部分が

ある。また国家の機能に批判的な視野を持つA

神父も、エルサルバドル政府がホンジュラスの

農地改革法を問題にしたことに関しては、この

法律はホンジュラス人のためのものであるとし

てホンジュラス側を擁護している。

さらには、ホンジュラス側が説明するエル

サルバドルの口実の内容に偏りがあることも

特徴の1つだoサッカーが原因だというのはエ

ルサルバドルの口実だったと説明するが、その

口実の詳しい内容、例えばエルサルバドルが第

2試合でホンジュラスのサポーターが襲撃され

たあと、ホンジュラス側でホンジュラスに住ん

でいたエルサルバドル人が攻撃を受けていたと

されていること、サッカーの予選で不利な状況

にあったことをあえていう人はいない。いくら

それがエルサルバドルの口実だと考えていたと

しても、自国にマイナスとなるイメージについ

ては言及を控えるという傾向ではないかと考え

る。ロサさんはホンジュラス人の襲撃について

記述をしているがそれは彼女が文献を参照しな

がら自叙伝を書いたことが理由かもしれない。

またナショナリズムとは別の理由として、都市

とは違ってサンタ・ロサではそのようなことが

あまり行なわれなかったのかもれない。

話を聞いているかぎりでは、印象として、都

市部のある程度教育を受けた人に排他的ではな

いナショナリスト的な要素があるように思う。

これはメディアの影響や外国と比較する機会が

あることが原因ではないかと考える。またホン

ジュラスなどいわゆる「発展途上国」は大国の

力を常に受けているため、そのような影響を受

けつつも、自分たちの立場を崩さないようにあ

えてホンジュラスというナショナルなものを強

調する必要が生まれるからであるとも考えられ

る。国内的には政府を批判していることからも、

国際的な関係でナショナリスト的な要素が発揮

されるのではないか。リーチョさんはオコテペ

ケという地方の出身であるが、彼にナショナリ

スト的な要素をあまり感じなかったのは、国境

近くに住みエルサルバドル人との日常的な交流

があり、また政府の拘束力も都市部のようには

及ばないからではないだろうか。積極的に政治

に関わる人が政府批判者にもナショナリストに

もなりうる。

ナショナルな力以外に神の力を信じる人も多

い。ロサさんは、ホンジュラス空軍が国民を守

(10)
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り、活躍できたのは神がホンジュラスを守って

くれていたからだと書いている。トロさんは、

自分は報道記者であるということと同時に神の

言葉の説教師だと強調することで自分の話す内

容に説得力を持たせようとしていた。キリス

ト教の強いこの国で祈ることの持つ意味も大き

い。また教会の祭壇に国旗が掲げられているな

どナショナルな力と宗教の力が関係しあうこと

もあるのではないかと考えられる。

8.国民感情、大都市と地方都市と農村

これまでいくつかのテーマで論じてきたが、

ナショナリスト的な要素に限らず、戦争の原因

の説明、政府、軍への評価の違いが、所得の違

い、生活環境の違い、教育との関係、特にそれ

らと重なる大都市、地方都市、農村の位置関係

と関連している可能性がある。

例えばモリスは国民感情の悪化で緊張関係を

招き戦争を引き起こしたとするが、首都から遠

いサンタ・ロサは国民感情の悪化などという以

前にエルサルバドルとの間が緊張していたこと

を知らない人もいた。情報や人が集まり、運動

も活発になりやすい大都市との違いではない

か。カプチンスキの記録によると、首都テグシ

ガルパでは爆撃の翌日、壁にエルサルバドルを

中傷する落書きが書かれていた(カプチンスキ、

1993年、 p.179)。ホンジュラス第二の都市に住

むロサさんも戦争前から両国間の緊張した雰囲

気を感じ取っていた(Morales, 2006, pp.55-56)。

また農村の人たちは軍に協力したとモリスや

モヤさんは述べているが、どの範囲でそのよう

な協力があったかは不明である。推測の域だ

が、サンタ・ロサのような国境からはある程度

距離はあるが比較的近く、また当時、農業で生

活を立てる人が多かった地域では、軍隊を支援

したのではないか。エスペランサさんは他の教

師と兵士のための食事を大量に作ったと話して

いる。また夫が兵士だったという女性は食べ物

を提供したとも言っている。農民が兵士として

徴用されるため、自分の家族の誰かが兵士とし

て前線へ向かったことが動機の一つになる。ま

た戦場からはある程度距離があることで自分た

ちの生活を保つことはできるが、捕虜が町に連

れてこられ、兵士がそこから出発するという状

態を目の前にするため協力しようという気持ち

を持つようになったのかもしれない。

一方でリーチョさんの住むような国境付近の

農村では協力という以前に、自分の命を守るこ

とで精一杯だったと考えられる。彼は、捕虜と

なり、拷問や殺害の現場を見ながら隙をみて逃

げ、 12日後に家族と再会した。以前の家はエル

サルバドルの兵士、市民の略奪に合い、すべて

奪われ、自分の人生を-からサンタ・ロサで始

めなければならなかったと話してくれた。ロサ

さんやホルヘさんは、国境付近の村の人たちは

突然、武器、制服、あるいは何も持たないまま

軍に同行させられたという話を聞いている。ま

たカプチンスキは、前線の兵隊になぜエルサル

バドルと戦っているかを尋ねたところ、自分た

ちは知らない、それは政府の問題だと答え、そ

のようなことに疑問を持つと当局の耳に入り、

あとで問題を背負い込むことになると答えた

と書いている(カプチンスキ、 1993年、 pp.195-

196)。戦争の後も、国境の近くの村では、戦争

前のように自由な行き来ができなくなったため

生活しづらくなったということからも、ナショ

ナリスト的な要素が高まるとは考えづらい。

このように一言に国民感情と言っても、大都

市、地方都市あるいは農村、国境付近の農村で

はその意識は違うo　さらにそれぞれの場所でも

(ll
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それぞれの生活環境によって反応も変わってく

るだろう。都市の方が、教育に触れる機会があっ

て正しい判断がしやすいと考えがちだが、情報

に触れる機会が多いとプロパガンダの犠牲にな

りやすいのかもしれない。エルサルバドル批判

をする論調に反応しやすくなると言える。

9. 「エルサルバドル」への意識

以上のように、場所などによって温度差はか

なりあるものの全体としてナショナリスト的な

雰囲気が認められるが、他国、例えば「エルサ

ルバドル」に対する意識はいかなるものか。サ

ンタ.ロサでは当時、ホンジュラスに住んでい

たエルサルバドルの人たちに対しては悪い感情

を抱いていなかったと答える人が多かった。ウ

ゴさんはエルサルバドルの人たちも自分たち同

様、当時の政府を嫌っていたと答えている。エ

スペランサさんも戦争の後、交流が断ち切られ

たが、今では時間が経ってエルサルバドル人と

も仲良くやっていると答える。リーチョさんは

エルサルバドル人も軍隊に使われ戦争の犠牲者

であるという。基本的にはこの返答を受け止め

つつ、注意して吟味したい。

当時の様子はというと、サンタ・ロサでもデ

マが広がりホンジュラスに住むエルサルバドル

人がホンジュラスの情報を流すなどと言われ、

彼らは-箇所に集められるなどした。政府が流

した情報であったらしいが、それを受け入れる

土壌がある程度できていたとも考えられる。ま

たホンジュラス人はエルサルバドル人を働き

者であるという。ここには肯定的な評価もある

が、同時に、働き者イコールお金持ち、自分た

ちよりも多く稼いでいるという意味もある。ウ

ゴさんはホンジュラス内の大型ショッピングセ

ンターのいくつかはエルサルバドル人が所有者

(12)

であると話してくれた。お金持ちである人たち

に対してはあまりいい感情を持っていないこと

が多い。

比較のために「中国」を例にする。中米では

中国人が商売を営んでいることが多いが、ホン

ジュラス人よりも多くを稼いでいるという理

由でわかりやすい形で差別的にみなす人もい

る。それは私が日本から来たということもあっ

て、同じアジアの日本と中国を区別する意味も

込めてあえて私に言っているという側面も考慮

する必要もある。そのような限定付きではある

が、 「お金持ち」への反感があるとすると、 「中

国」と「エルサルバドル」への対応を比較すれば、

「エルサルバドル」に対してはあからさまに悪く

言っているのは聞いたことはない。また1969年

の戦争で、サンタ・ロサには3つの爆弾が落と

されたが、いずれも人の少ないところに落下し、

どれも爆発しなかった。その理由は何であるか

と尋ねると、エスペランサさんやホルへさんな

どは、エルサルバドル人もホンジュラス人を殺

したくなかったからかもしれないと好意的に評

価していた。

全体として今では反エルサルバドルの感情は

感じられない。しかし他者である私に、エルサ

ルバドル人に差別的な行動が取られたことをす

ぐに話してくれるとは限らない。また先ほど述

べたように都市部では違った反応があったこと

も考慮しておきたいo

ここで少しエルサルバドル人はホンジュラス

人をどう思っていたのかについても考えてみた

い。 A神父の話に従えばエルサルバドルではエ

ルサルバドル政府のプロパガンダで反ホンジュ

ラス感情が広がっていたということになる。国

境付近に住むA神父は、エルサルバドル軍が村

にやってきている間も逃げずに、女性や子ども、
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高齢者と教会に残って彼らを守り、兵士たちと

向き合うことになったが、 A神父は兵士たちに

よって常に死の恐怖に曝され、暴力的な言葉を

かけられたと記憶している。またリーチョさん

によるとホンジュラスの村が略奪された時、兵

士と一緒にエルサルバドル市民も一緒に来て

いたと言っている。そのエルサルバドル市民と

はリーチョさんと交流のあった村の人たちと同

じかは定かではないが、エルサルバドル市民も

何らかの形で政府と関係があったということを

示しているではないか。このようにホンジュラ

ス人と敵対するエルサルバドル人という場面が

ある一方で、リーチョさんはその時自分の命を

救ってくれたエルサルバドル人についても話し

てくれている。エルサルバドルの侵攻の際、そ

れまで交流のあったエルサルバドルの商人2人

がやって来てリーチョさんに危害を加えないよ

うにというエルサルバドル軍宛ての書類を用意

したのだ。またA神父はやって来たエルサルバ

ドル兵士に村に住むエルサルバドル人と話せば

彼らがホンジュラスで穏やかに暮らしているこ

とがわかると話して聞かせている。リーチョさ

ん、エスペランサさんは国境付近では人々は兄

弟のように暮らし自由に行き来していたとい

い、通貨もエルサルバドルのものを使うことも

あったと言っている。ロサさんは、インタビュー

を行なった相手が、ホンジュラスよりもエルサ

ルバドルの歴史をよく知っていたと書いてい

る。エルサルバドル側でも地域によっては両者

の関係が違ったということは予想できる。狐崎

は80年代のアメリヵの中米政策がうまくいかな

かったのは、 「ホンジュラスのナショナリズム

に深く根を下ろした反エルサルバドルの感情と

国境の3分の1が未確定のまま残る二カ国間の

特殊事情を考慮せずに、アルバレスとともに強

引な政策をとった点が、ホンジュラスの軍部と

社会勢力をナショナリズムを触媒として結合さ

せて、対米関係の質的変化をもたらし、その結

果として低水準紛争戦略を崩壊させた最大の要

因であると言えよう」(狐崎、 1990年、 p.245)と

述べている。しかしながら、もしそれを政府レ

ベルだけでなく、兵士のレベルにも当てはめよ

うとするのならば、どこまで反感を抱いていた

のか、さらなる考察が必要ではないか。

上記のことと関連しての疑問であるが、ホン

ジュラス人は、エルサルバドル政府とェルサル

パドル人を区別するということについてはどう

考えているのか。私が話を聞いた限りの人は区

別しているような話し方をしていた。またトロ

さんはエルサルバドルに住むエルサルバドル人

とホンジュラスに住むエルサルバドル人を区別

しているとも言っていたo　エルサルバドルは隣

国で交流も盛んであるため、政府とその国出身

の人は別のものとしてみているようだ。だが、

都市部ではエルサルバドル人が経営する店を略

奪するなどの行動があることを考えると一概に

は言えないo他の国を例にとってみるが、例え

ば、日本や中国など距離的に遠く、自分たちと

はかけ維れた生活をしているとみなす人たちに

は、国へのイメージとその国から来た個人を同

一視する傾向が強い。中国製品の質が悪くホン

ジュラスで多く出回っているという理由から、

中国出身の人のイメージが悪くなっていること

は否定できない。また話題の1つとして言って

いるのでもあるが、一部のホンジュラス人は出

会った日本人に、日本製品は優れている、敗戦

後発展に成功した日本を尊敬する、ワールド・

カップで日本を応援したと言って、出会った日

本出身の人を誉めようとしたり、自分が相手に

好意を抱いているということを伝えようとした

13
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りする。また日本人はみな礼儀正しい、頭がい

いと言ってその国出身の人をひとくくりにみる

ところもある。本論自体、 「ホンジュラス人は」

というような一般化の方向に働きうる問題を立

てているので、矛盾する面もあるが、日本と同

様、全体のイメージ像で個々のものを語る傾向

が強いように思う6)。

ここでの結論はないが、国を単位としてイ

メージを語るとき、政治関係だけではなく、経

済関係、メディアの報道、普段からの交流など

複数の要素が絡み合っていてその間を時と場合

によって揺れていることを指摘しておきたい。

経済面について述べておくと、当時のエルサル

バドルとホンジュラスの関係は、農業面ではホ

ンジュラスが優位で、工業面ではエルサルバド

ルが優位だったということになる。しかしホン

ジュラスにとっても工業化は望むところで、頼

みの農業もエルサルバドル人に奪われていると

考えられていた。しかしどれほどホンジュラス

に住むエルサルバドル人がホンジュラスにとっ

て負担だったのかは定かではない。戦争が起

き、エルサルバドル人が実際に追放されるとホ

ンジュラスの翌年の農業生産量は下がったとマ

イナスの効果を話す人もいる。ホンジュラス政

府が、エルサルバドル人の土地を分割すること

を決めたのは、アメリカ企業の土地を分割する

代替手段で、そのからくりを秘密にするために

政府がエルサルバドル人に原因があるというプ

ロパガンダを行なった可能性もある。

現在も経済状態においては、エルサルバドル

がホンジュラスよりも豊かである。

10・ 「アメリカ合衆国」への意識

では「アメリカ合衆国」に対するィメ-ジほ

どのようなものか。 1969年の戦争では、アメリ

(14

カが実質的に権力を振るとされる米州機構が介

入している。ホンジュラスを含めてラテンアメ

リカの政治経済にアメリカ政府が関係しないこ

とはないと、強く批判する人たちは多い。 1969

年の戦争でもエスペランサさんはアメリカが武

器を売るために戦争を仕組んだと考えると話し

てくれた。ホルへさんはアメリカが両国に武器

を提供していたと指摘している。エルサルバド

ル軍は常に最新鋭の武器を持っていたとされる

が、その購入先はアメリカである可能性は高く

7)、またウゴさん、エスペランサさんのお連れ

合いさんはホンジュラス空軍が優れていたのは

アメリカがホンジュラスによい戦闘機を売って

いたからだと言っている。 A神父は、この戦争

は寡頭支配層が起こしたが、すべてアメリカが

操作していたと述べ、自分はその証拠を持って

いると話してくれた。

しかし、あまり具体的な情報や証拠がない

中で、アメリカの力が働いているとされるこ

とがあるのではないかともいえる。戦争の終わ

り方についてウゴさんはホンジュラスに有利な

形で終わったといい、その理由は、アメリヵは

資源の多いホンジュラスに常に利益を見出して

いたからだという。他方、 A神父は、アメリカ

はエルサルバドルにすべて都合のよい形で決着

させたと述べている。 A神父の話の仕方にも注

目したい。 A神父はアメリヵが操作したという

証拠があると言ったあと、米州機構がエルサル

バドルよりの判断をしたと言い、そこに問題を

説明する鍵があると主張した。そして現在のア

メリカの石油ビジネスがいかにホンジュラス政

府に圧力をかけているかを話してくれた。問題

を説明する鍵が何かを言わず、なぜこのような

会話の流れになったのかは、私とは初対面でも

あり、その証拠を話すことが憧れたのかもしれ
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ないし、現在のアメリヵの巨大な力からアメリ

カの責任を想定することが必要だという意味か

もしれないが、真意はわからない。またA神父

は米州機構がエルサルバドル軍にホンジュラス

からの撤退を命じたにもかかわらず、停戦後も

1ケ月以上占領を続け、このことに対して米州

機構は命令を実行するようにという圧力をかけ

なかったことにも触れている。

アメリヵにとってこの戦争のメリットは何

だったのか、それぞれの国にどのような利益を

見出していたのかを考える必要がある。まずな

ぜ「サッカー戦争」という名がつけられたのかo

エルサルバドルのプロパガンダというだけでは

なく、国際報道がその名を採用した経緯につい

て知らなければならない。ベセッラはアメリカ

のある報道局が特にその名に帰したとしている

が(LOngino Becerra,1982,p.182)、それは政治的

な意図があったのか、それともワイドショー的

な報道のためなのか。さらなる疑問として、武

器を売り続けるために戦争を起こしたとするの

ならば、なぜ4日で戦争を停止させたのか。別

の可能性を考えると、戦争を引き起こしたのは

アメリカではないが、起こってしまった戦争を

上手に利用し武器を売って儲け、仲裁して自ら

の影響力を強めようとしたということはありう

る。アメリカにとってはこの地域が安定化して

いることの方が都合いい。狐崎によると、実際、

1963年にアメリヵも関係して中米各国が協力す

ることを冒的に中米防衛理事会(CONDECA)

が結成されている。アメリカはこの組織に「CIA

要員や軍事顧問を派遣して、反乱鎮圧のための

軍事訓練の実施や情報提供などを行い、米国の

直接介入の必要なしに国益を防衛するとともに

寡頭支配体制を維持擁護する」 (狐崎、 1990年、

p・212)という利益を見出していたo研究者の中

には、中米の歴史をすべて東西関係で説明する

傾向も多いが、南北問題、国内の格差あるいは

国際的な貧富の差にも注目し、両方の視点が必

要であると指摘する人もいる。何でも「アメリ

カ陰謀論」的に議論を片付けるのは危険である。

またアメリカの思惑と言っても、複数の利害を

持っていたことを考慮することも忘れてはなら

ない。アメリヵは寡頭政権と組みながらホン

ジュラスに持つプランテーションを分割させな

いようにしたということと、一方で80年代には

ホンジュラスを「反共の砦」とするために、民政

移管して表面上の正当性を保たせようともして

いる。

現在のアメリヵの「援助」についてであるが、

これは肯定的な人と否定的な人に別れる。モヤ

さんはホンジュラスが発展するにはアメリカの

援助が必要で、実際にアメリカは現在多くの援

助を行っており、またアメリカ企業のような牽

引力が必要と考える。ウゴさんは援助している

というがそれは微々たるものでそれ以上にホン

ジュラスから奪い取っているものが多いと考え

る。ちなみにアメリヵで作られた文化に対する

イメージは肯定的あるいは憧れである。そのよ

うなイメージから援助に対しても多数派はよい

評価を下していると想像できる8)。

il・ラテンアメリヵの左翼政権について

アメリカという大きな力がある一方で、現在

ラテンアメリカでは左翼政権が誕生し、アメリ

カのやり方と対抗する姿勢を強めている。その

急先鋒はベネズェラの元軍人で大統領のウゴ・

チャベス(HugoChavez)である。他にも彼が信

奉するキューバのフイデル.カストロ(Fidel

Castro)、ボリビアの先住民の大統領であるエ

ボ・モラーレス(EvoMorales)、それからブラ

(15)
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ジルの大統領ルーラ・ダ・シルバ(LuisInacio

LuladaSilva)などがいる。このような勢力に対

してはどう評価しているのだろうか。これもア

メリカの時と同様に、肯定派と批判派に分かれ

る。しかしアメリカの力に批判的な人たちが必

ずしもラテンアメリヵの左翼政権に肯定的であ

るとは限らない。モヤさん、エスペランサさん

はアメリカの力に対して違う立場だが、チャベ

ス、カストロ、モラーレスについては自由を奪

うことになると否定的である。モヤさんは「民

主主義」ということを強調し、ウゴさんと同様

にチャベス大統領を狂っている(loco)、いかれ

ている、頭がおかしいという言葉で表現してい

た。一方で、ホルヘさん、 A神父はそのような

勢力が拡大していることを肯定的に捉えてい

る。ホルヘさんははっきりとホンジュラスもそ

うなってほしいと述べ、 A神父はそうは述べな

かったものの彼らの勢力がホンジュラスにも拡

大してレ'、ることをよい傾向とみなしている。

ラテンアメリカの左翼政権に批判的な人は一

時的なものにすぎない、この熱もすぐに収まる

と判断し、肯定的な人は今後、勢力がさらに拡

大するとみなしていた。 A神父はラテンアメリ

カがここ5年から10年で大きく変わるだろうと

見通していた。評価と判断がつながっているo

12.ホンジュラスに必要なもの

このような歴史を持ち、ホンジュラスを取り

囲む環境への様々な評価があるが、貧困があり

犯罪の増加する今のホンジュラスに必要なもの

は何であるとホンジュラスの人々は考えている

のか。これは大まかに3種類に分けられる。 1

つは、教育である。ここには国民を教育という

外からの力で強制しなければならないというあ

る種悲観的な見方と、それぞれの可能性を引き

(16)

出すという肯定的な見方がある。前者と思われ

るウゴさん、モヤさんは職業訓練の機会をつく

る、貯蓄を習慣にする、腐敗を改善することな

どを挙げていた。後者と思われるA神父、エス

ペランサさん、ホルヘさんは貧しい暮らしをす

る人と働くなど実践で表している人たちだとい

える。 2つとして、外国からの働きかけが必要

であるとする見方である。モヤさんは腐敗をな

くすために外国から圧力をかけてほしいと答え

ていた。援助金が無駄遣いされているのを黙認

せずに、教育に用いるように移行させれば汚職

を和らげることになると考えているo新聞を読

めば外国との援助協定を結んだという記事を目

にし、町中でもNGOの看板を見かけ、外国か

らの支援を受けているという話もよく聞くが、

援助が近い存在になっているのではないか。 3

つとしてホンジュラスにおける国際関係を変え

る必要性についても問題にされている。 A神父

はアメリカから石油を買い続けるままではアメ

リカのいいなりでホンジュラスは発展できない

と考える。そのような環境ではいくら人間が素

晴らしい可能性をもっていても開花することは

できないとするからだ。

このように3種類を想定してみたが、悲観的

な教育論と外国からの援助という考えについて

さらに考察してみたいo　ホンジュラスはナショ

ナリスト的な要素があると述べたが一方で自国

に対して悲観的な見方をする人もいる。たとえ

ばモヤさんは、自分たちは第三世界の人間だと

言い、ホンジュラスのアメリカ企業がホンジュ

ラス企業になることを願うかという質問には、

そうなることを望むが、まず初めに自分たちを

教育しなければならないと答えた。問題を認識

しながらも発展に力を注ぎたいという意味もあ

るが、それが時には外からの力を期待、過大評
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価し、あるいは将来はホンジュラスという貧し

く成功には限界のある国を出て外国に移り住み

たいという意見にもなる。ホンジュラスのこと

を卑下して話す人もいるo　そのようなナショナ

リスト的な要素と外国志向の要素が1人の人間

の中に共存することもあるo

またこの3種類とは別に、ホンジュラスの国

民性のようなものにホンジュラスならではの問

題があるという見方をする人もいる。グアテマ

ラやエルサルバドルに滞在経験のあるホルヘさ

んは、ホンジュラス人は内気あるいは臆病であ

る部分があり、隣国で80年代左翼運動が活発に

なった時もホンジュラスではそうはならなかっ

たが、それもこのことが理由の1つだと考えて

いた。逆にA神父は、 1975年ごろはホンジュラ

ス人の政治意識は高く、社会運動も活発だった

と述べている。それも軍事政権の力や選挙で弱

体化していくことになったと説明しているが、

ホルヘさんの議論に別の視点を取り入れるもの

である。

このようにそれぞれの人がホンジュラスに必

要なものを語ってくれたが、それを一歩進めた

先の理想について語るのには積極的な人と消極

的な人がいた。エスペランサさんはイスラエル

のキブツの生活を理想として語り、ホルへさん

は期待するホンジュラスの将来像を話し、また

革命を考え、チェ・ゲバラやマルクスがお気に

入りの思想だと答えてくれた。これとは違って

モヤさんは過去の例を取り出して日本も戦後

アメリヵの支援があったから再興したようにホ

ンジュラスにもアメリカの力が必要だと述べ、

1969年の当時、自分が大統領だったらどうして

いただろうかという質問には戦争は必要に迫ら

れて起きたのだからどうすることもできないと

答えたo

13.それぞれが話してくれたこと

それぞれの人に話を聞いていくと、 iつの名

前を付けられた出来事に多様な関わり、考えが

あることに気づかされる。

その話しの始め方も様々である。当時の政治

状況から話し始める人もいれば、自分個人の歴

史として話し始める人もいる。その当時のこと

を、何をどの部分から話し始めたらいいのかわ

からないという戸惑いもあるだろう。 A神父

に、今のような考えをどのようにして持つよう

になったのかと尋ねると、知っている情報の断

片を後からつなぎ合わせたと答え、そして当時

の人々にとっては、起きていることはあまりに

大きすぎて考え、想像することはできなかった

と話してくれた。

個人の体験はその個人にとって生きてきたそ

のものである。しかし、それだけでは戦争全体

を語ったことにはならない。そのためA神父は

自分が村でどれだけ恐ろしい目にあったとして

も、国際関係や政治の問題、戦争の原因の話か

ら始めるo　それを言うことなしには、いくら村

での出来事がセンセーショナルで聞き手に衝撃

を与えるものだったとしても話をしたことには

ならない。いくつもの生活を壊した暴力的な力

について言及しなければ、その出来事について

述べたことにはならないo　原因を追究しなけれ

ばならないという憤りがあるo怒りや不満があ

る。しかし一方で原因が何であれ出来事は個人

の上に降りかかり、それは原因に関係なく記憶

される。リーチョさんは彼個人の歴史として話

してくれた。たとえホンジュラスに利があった

としても、アメリヵが裏で操っていたとしても、

自分の身に襲いかかってきた出来事に変わりは

なく、後戻りできず、それを受け止めきること

もできない。自分の人生を変えたあまりに大き

(17
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な出来事を自分の見た形で語ってくれた。 A神

父、リーチョさん、 2人はともに人の死を目の

当たりにしてきた。語り始めは違う。しかしそ

こには納得できない思い、もどかしい、一方的

な理不尽な力に対する感覚がある。

話を聞きたいという私に出会ったときの反応

もそれぞれ違った。モヤさんやトロさんは積極

的に話したいという姿勢をみせてくれた。ホル

ヘさんのお祖母さんは何度か途中で笑いながら

話してくれた。リーチョさんはモノローグのよ

うに語り始め、途中辛い出来事を悲しく笑いな

がら振り返り、最後には涙を流していた。市場

の女性はなぜこのようなことが知りたいのか、

なぜ自分に聞きたいのかと不思議そうな様子

だった。 A神父は初対面の私を優しく笑顔で迎

えてくれたが、 1969年の戦争について話を聞き

たいというと、真剣な表情でなぜ知りたいのか

と質問した。何も知らない外国人が自分の人生

を揺るがした出来事にいきなり踏み入ってくる

ということへの反感、警戒心もあるだろう。

市場の女性は今ではほとんど戦争について話

さないと言った。エスペランサさんはたまに思

い出したとき以外は友人とはほとんど話さない

が、家族や幼稚園の子どもたちにはエルサルバ

ドルの人を憎まないように話すそうだoリー

チョさんはエルサルバドルの友人と共に当時の

ことを思い出し、子や孫にも話すと言う。トロ

さんは何度も言論と思想の自由ということを繰

り返しながら私に話してくれた。 A神父は今で

も自分が本当のことをいうと、かつての軍の責

任者の息子などが親族に危害を加えるなど妨害

しようとすると言い、そのため自由に発言でき

ないと言う。

個人によってその体験の位置づけは違う。岡

真理は日本を例にとって次のようなことを言っ

(18)

ている。高度経済成長期の時代に街角で傷病兵

を見たときの記憶から、彼らが「戦争など、実

は決して終わってはいないことを、私たちが生

きている<現実>が実は虚偽の物語であること

を、訴えているのではないか。街角で、はから

ずも出会ってしまう傷痩兵は、すでに別の物語

を生きている者に、完結したはずの物語はいっ

こうに終わってはいないことを、出来事がなお

現在形で続いていることを突きつけ」ていると

述べている(岡、 2000年、 p.60)。そして戦争中

の苦労を時に笑いながら話せる母と祖母には、

傷痕兵が戦争でのことを引きずっているように

思えて、彼らを批判することになるのだと言う。

笑いながら話せる人、涙を流しながら話す人、

今は戦争のことをもう話さない人、今も話すこ

とに苦しむ人たちがいる。岡真理はいまだ終わ

らない物語を生きているものたちとは何者かを

問うている。そして岡真理のあえて問いかけて

いない、物語は完結したと考えている人たちと

は何者だろうか。なぜ語らないでいられるのか、

このことも問うことができるのではないか。

14・語りえぬ記憶

オコテペケ出身のリーチョさんの話を聞いた

とウゴさんに話すと、インタビューはどうで

あったかと尋ねられた。彼が話の中で何度も「私

はとても苦しんだ」と言っていたことが印象的

だったため、初めに彼はとても苦しんだと言い、

話してくれたことを要約した。ウゴさんも「苦

しんだ」という言葉に反応し、よい話を聞いた

ねというように一瞬喜んだ顔をした。この会話

をした後、私の中に嫌悪感が残った。この感覚

は何か。

「苦しんだ」などという言葉、素朴ないかにも

個人の体験談のようだとして滞足してしまいが
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ちだ。しかしその一方でそのような言葉だけで

は表しきれないものがあるのも事実だ。 「苦し

んだ」というのは現在から過去を振り返って形

容したものだ。戦争が起きている最中は、どう

感じるという以上に自分の生活と一体となり離

れないもの、逃れられないものになるのではな

いだろうか。岡真理はこうも言っているo 「当

事者であるがゆえに、 <出来事>の唯一無比の

証人であるがゆえに、陳腐な紋切り型でしか語

り得ないのではないか。そして、私たちは、言

葉が媒介する意味を見るのではなく、言葉の

ズレ、 <出来事>とそれを表すために語られた

言葉のあいだの果てしない承離、断絶をこそ見

るべきではないか。その言葉は、 <出来事>を

意味しているのではなく、 <出来事>との断絶

を、その断絶のうちに現れている<出来事>の、

他者には想像不可能な暴力の深さを指し示して

いるのではないだろうか」 (岡、 2000年、 p.35)。

「思い出を語る人の語りには、不安がある。自

分にとってリアルな出来事が言葉で説明される

とき、果たして他者にもリアルなものとして伝

わっているのだろうか、自分の出来事は、出来

事のリアリティーを相手に伝えているだろう

か、自分の言葉は出来事を十分、語っているだ

ろうか、そのような根本的な不安を抱えている

-」 (岡、 2000年、 p.65)。聞き手はどうあって

も他者であり、話し手には不安が存在する。し

かし記憶は語られることで継承されていくしか

ない。そのため、話し手は、苦痛を感じながらも、

話そうとすることがある。そして今度は聞き手

がその聞いた出来事を表現しようとすることに

なるが、そのとき聞き手は話し手の言葉をある

基準、例えばインパクトがあるかどうかなどで

選択する。そして選んだ話し手の言葉を本人で

あるかのように繰り返すことになってしまう。

そこでの暴力性を岡は「苦痛を伴わない証言で

は<真実>が十全に語られていないと、信じて

いることになりはしないだろうか」と問いかけ、

これを「拷問の論理」と呼んでいる(岡、 2000年、

p.32) 。

記憶の政治学.-.・人々に記憶され、外に浮か

び上がってくるものによって「現実」と称される

ものが語られるoLかしそれですべてだろうか。

岡真理や高橋哲也も述べているような「語りえ

ぬ記憶」というものが存在する。

戦争の現実とは何か。私が1969年の勉強をし

ているというと、人は私に退役兵の話を聞くよ

うにと言い、軍の展開の仕方や戦争の原因を話

し、戦闘が行なわれた村にいた人たちと話を聞

くように勧めてくれる。しかしそれだけが出来

事の「本質」だろうか。岡は「参照すべき本物、

現実が存在しなくても、表象を「リアルな」再

現と感じるのはなぜなのだろう」 (岡、 2000年、

p.25)と問い、 「出来事の現実<リアリティー>

とは、まさにリアルに再現される<現実>から

こぼれおちるところにあるのではないか」 (岡、

2000年、 p.27)と言う。ここにはリーチョさん

の語りえぬ記憶が存在する。高橋はこのような

語りえぬ記憶を語ることの困難性に触れつつ、

「「物語りえぬもの」を物語りたいという欲求も

存在する」(高橋、 2002年、 p・72)と言っている。

しかしそのような欲求さえ存在しない物語も

あるのではないか。物語ることを忘れてしまっ

たこと、語らないでもいられること、これにも

同じ様に目を向けなければならないのではない

だろうか。市場の女性は当時のことを思い出す

のに時間がかかる、今ではほとんど思いださな

いと話してくれた。それは彼女白身の戦争体験、

戦争の記憶の扱い方の問題だけではないだろ

うo彼女に違和感や疑問、あるいはナショナル

19)
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な感覚を噴出させないでいられるものとは何な

のか。言葉や記憶の表象だけでは零れ落ちるも

のがあまりに多すぎる。岡は、 「記憶」というも

のがときに「「私」の意志とは無関係に、わたし

にやって来る。ここでは、 「記憶」こそが主体で

ある。そして、 「記憶」のこの突然の到来に対し

て、 「私」は徹底的に無力であり、受動的である。

言いかえれば、 「記憶」とは時に、わたしには制

御不可能な、わたしの意志とは無関係に、わた

しの身に襲い掛かってくる」 (岡、 2000年、 p.5)

ものだと述べている。忘れてしまったこと、よ

く思い出せないことも、これらは自らが積極的

に取捨選択した結果ではないのかもしれない。

15.物語の複数性と出来事の唯一性、そして分有

1つの出来事に対する語りは複数存在する

が、その出来事を生きる人にとっては、それは

唯一のものである。しかし、同時にその出来事、

物語の記憶を他者と分有しようという力も働

く。岡真理と高橋哲也は、歴史とは客観的な事

実ではなく、人間によって語られるいくつもの

物語として論じている。実際の社会ではこれら

の物語は抗争しているo　高橋は、 「複数の異な

る物語が対立、抗争の関係にある場合、ある物

語を採って別の物語を斥けようとするならば、

当然ながら、 「歴史は物語である」というだけで

は済まず、物語の具体的内容に入って、それが、

どのように「排除と選別の暴力」を行使している

かを明らかにする必要があると考える。そして

同時に、 「倫理的」な判断にコミットする必要が

ある」 (高橋、 2001年、 р・48)と言っている。 A

神父の国家は国民の生活のために働いたりはし

なかったという物語、リーチョさんの自分は苦

しみすべてを失ったという物語、モヤさんの戦

争は農民の生活改善を求める欲求から必要に迫

(20)

られて起きたという物語、これらは共存しうる

だろうか。それともこれらはそもそも対立する

ものなのだろうか。同じ社会の中に囚われた物

語ではないだろうか。表面上に語られている言

葉だけでは判断は下せないo　その記憶、語りを

どのようにみるかが求められている。

高橋の言う「判断」を下す時に、関係してくる

のが、ナショナリズムと自己を正当化したいと

いう願望の存在だ。岡は、日本のことについて

「今、この国で生起している事態は、ナショナ

ルな自己肯定の欲に貫かれていると思う」 (岡、

2000年、 P.67)と論じている。 「その戦争で不条

理な死を被った者たち、戦争という<出来事>

の暴力を現在の物語として生きざるを得ない他

者の存在を想起する契機を欠落させ、自らの被

害だけを記憶し、想起しているという点におい

て- (中略)日.戦後のこの社会のナショナルな

経験それ自体を反復しており、他者の否認とい

うナショナルな欲望、そしてナショナリズムそ

れ自体を分有しているのである」 (岡、 2000年、

p.74)と言っている。ホンジュラスのことを考

える際もこのナショナリズムの問題は見逃せな

いだろう。しかし日本のそれとの違いにも配慮

しなければならない。ホンジュラスの場合、自

己肯定欲だけに留まらない、閉ざされていない

何かがあるように思われる。

岡真理は出来事の唯一性について述べてい

る。 「「ホロコースト」という<出来事>の唯一

性を、 <出来事>というものの本質的な唯一

無比性、単独性と同時に語ること、語りうるよ

うな思考の地平を兄だすこと、それは、私たち

が歴史修正主義の言説に抵抗していくための緊

急の課題のひとつであるとわたしは思う」 (岡、

2000年、 p.vii)。例えば他者がアウシュビッツ

の出来事と南京大虐殺の出来事を比較すること
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で、南京大虐殺はアウシュビッツよりも酷くな

かったとし、南京大虐殺という出来事に生きる

人の記憶を忘却することになる。岡は、このよ

うな働きを、記憶を他者と分かち合う前にそれ

を消去しようとする暴力だとして批判する。

今回、聞きとりをしていく中で、戦争の当事

者である彼ら自身から、他の出来事を結びつけ

て語ろうとすることがあった。リーチョさんは

自らすすんで、自分の体験した戦争はひとつの

例で、世界にはいくつもの戦争があり、おそら

く真似をしていると話し、 A神父はラテンアメ

リカで広く起きている出来事だと言ったo彼ら

のしていることは唯一性を否定しているわけで

はないし、比較しているわけではない。彼らに

とってその出来事が唯一であることには変わり

はない。しかし、自分の記憶の中だけに納まっ

てはいない。それが岡の言う他者との記憶の分

有の試みなのだろうか。語ることに抵抗がある

一方で、今もある怒り、これ以上このようなこ

とが起きてほしくないという願いを外に向けて

発信したいという思いを感じる。記憶を分有せ

ねばならぬという力に、自分だけの辛い体験を

こじ開けて、外の世界とつながろうとする。 「他

者」はそれにどう答えるのか。

おわりに

ここで一旦筆を置くにあたって、ただあまり

にたくさんの語られたもの、語りえぬものに呆

然とし、まだ出会っていない語りに静かに立ち

止まりたいと思う。

出会った人たちのことを思い出すと、感謝と

いう言葉では表しきれない、心にずしりとくる

この重みを感じる。浅学の私に貴重な助言をく

ださった石井章先生、田中高先生、そして調査

前から多大なご支援をいただいた小島亮先生に

は尊敬と特別の謝意を表したい。

注釈

1)ここでは個人的に佐藤郁也『暴走族のエスノグ

ラフィ-　モードの叛乱と文化の呪縛』 (新曜社、

1984年)のドラマ化の分析を意識している。暴走族

の若者たちが彼らの物語をどう構成しているのか

「インチキ」も含めて分析しているからだ。

2)政府がこの社会連動の高まりによって人々の声に

答え、運動を抑える必要があったのは、当時の国

際情勢も関係しているといえる。 1959年にキュー

バ革命が起こり、中米の国々は危機感を強めてい

たのだ。グアテマラでは左派のゲリラと軍が戦い、

ニカラグアでは独裁制をしくソモサに対抗する動

きが出て来ため、ホンジュラスとニカラグアは、

左派の動きを封じ込め、農民がそのような勢力の

影響力に曝されないようにしたのだ(ICECase

Studies ) http ://wwwt american.edu/ted/ice/soccer.htm

З)この1969年の戦争が80年代のエルサルバドルの

内戦の要因にもなっているo　ホンジュラスか

ら送還されたエルサルバドルの農民がエルサ

ルバドル国内での圧力を強め、また軍部再建

のための費用が経済の悪化をもたらしたから

だ。 http://militaryhistory suitelO l.com/article・cfm/

the soccer war of 19б9

さらに、 1980年の和平合意で国境画定のための交

渉を継続することに合意し、 1986年には問題と

なっていた210マイルのうちの3分の2は決着が

ついたものの、残りの3分の1は合意できなかっ

たため国際司法裁判所へ持ち越されたo　エルサル

バドルのゲリラ組織FMLNはその地域を自分たち

の基地として残して置きたいために解決の妨害を

図った。エルサルバドルで内戦が終結した同じ頃

の1992年、国境問題は一応の決着をみる。

http ://www.t american. edu/ted/ice/soccer.htm

しかし実際の作業は難航し、最終的な決着は2006

年まで持ち越される。 http://ja・wikipedia.org/wiki

4)自叙伝LAS HISTORIAS DE UNAROSAの記述によ

れば、彼は戦争当時22歳、現在59歳。サン・ペドロ・

スラに住む作家である。 2005年に1969年の戦争に

参加した兵士やオコテペケ(Ocotepeque)の国境付

近の村に住んでいた人たちへのインタビューを行

なったo
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5)オリガ-キーあるいは寡頭制とは、この時代のホ

ンジュラスでは政府、軍部、資本家を指すのが慣

用である。ホンジュラスは歴史的に2大政党制を

とるがクーデターで軍事政権が何度も樹立されて

いる。資本家はアメリカ資本と結びついている、

あるいはアメリカ資本そのもののこともある。エ

ルサルバドルのそれは、いわゆる14家族と呼ばれ

る富裕層と軍部派閥型政権のことで、前者は農業、

金融、軽工業を支配し、政治的影響力を握ってい

たとされる(田中高、 2004年、pp.46-4 。オリガ-

キーはホンジュラスよりもエルサルバドルの方が

強力で、より少数の人たちが富を独占していたと

いうのが一般的な見解だ。

6)ここで聞き取りの際のバイアスについて若干、触

れておきたい。好井裕明は問題提起的な論考「調

査するわたし」というテーマ」 (好井裕明、三浦耕

吾郎編『社会学的フィールドワーク』世界思想社、

2004年所収)の中で、 「ヵテゴリー化」の問題につ

いて論じている。好井は調査する「私」が「相手」を

理解しようとする際、 「相手」の言うことをある場

所に位置づけ、分類し、標準化するつまり「カテ

ゴリー化する」というプロセスを措いている。好

井は相手がこれに反感を持って反応することで論

じるべき問題が明らかになることもあると述べて

いるが、山室敦嗣は「フィールドワークが(実践的)

であるために」(好井、三浦編前掲書所収)で、カテ

ゴリーを固定化してもその内容は多様で質的に同

一でないこと、またカテゴリー化によって提起さ

れるべき問題を見逃してしまうこともあると指摘

しているo例えばここでは人を国籍、居住地とい

う単位で対象と捉えていること、また国を好きか

嫌いかと問うことなどが当てはまるだろう。また

足立重和が述べている「常識知」の問題も一考に値

する。 「常識知」とは、地元の人たちは当たり前だ

としている認識のことである。この常識知はカテ

ゴリー化され地元の人たちにとっては当たり前す

ぎるため、あえて語るに催しないと考えられてい

る。例えば、内容に直接関係するわけではないが、

ホンジュラスでは表現豊かに、あるいは大げさに

話すということがよく行なわれる。そのため中国

人への反感や日本人への賞賛、エルサルバドル人

への好意などが実生活で感じている以上に相手に

伝えられることがある。それは地元の人であれば、

社会生活を共有しているため、あるいは話し方に

慣れているためどこまでが真意かをある程度推し

量ることができるが、地元の人間でないものには

判断がつきにくい。

7)エルサルバドル軍は空軍が敗退していくのを受け

て、私的なルートでアメリカから戦闘機を買いつ

け、密輸入したが、実際の戦闘には間に合わなかっ

たという記事もある。 http://militaryMstory.suitelOl.

com/article.c氏n/the l9б9　soccer war in the air

8)アメリカの支配力について言及されることは多い

が、ラテンアメリカではスペインが征服を行なっ

たという出来事も忘れてはならないだろう。ホン

ジュラスでは、スペインという国は同じスペイン

語ということで親近感も湧きつつアメリヵ同様憧

れの存在であるo　ウゴさんもその一人であるが、

スペインが現在行なっているラテンアメリカ諸国

への援助は、昔彼らが奪った物を返しているだけ

だと鋭い指摘も行なっている。実際、スペインが

ホンジュラスとェルサルパドルの国墳を定めて分

割して統治を始めた時以来、エルサルバドルは土

地不足に悩まされることになったからだ。

http ://www. american. edu/ted/ice/soccer・htm
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話をしてくれた人たち-

リーチョさん　　　　　　　ホルヘさん

市場の女性

エスペランサさん

鮎
朋
紺
紺
紺
綱

24

上3枚:サンタ.ロサで爆弾の落とされた場所。
上がダムの近く、中が空き地、下が小学校と発
電所近く。
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サン.ラフアユル・デ・ラス・マ

ターラスで戦死した兵士の名前が

刻んであるモニュメント。

独伊屠恩威腰のS m屠脇即置腰腰戚

上2枚は退役兵の会の雑誌より

25)

下3枚はモヤさんからの提供
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